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一 

 



 

宇
宙
は
人
類
の
平
和
と
繁
栄
の
た
め
に
開
発
さ
れ
、
利
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
理
念
に
立
ち
、
ま
た
、

宇
宙
開
発
は
、
平
和
の
目
的
に
限
り
、
民
主
的
な
運
営
の
下
に
、
国
際
協
調
を
図
り
つ
つ
、
自
主
的
に
、
安
全
の

確
保
に
留
意
し
て
こ
れ
を
行
う
、
と
の
基
本
方
針
を
定
め
、
更
に
宇
宙
開
発
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
、
か
つ

計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
宇
宙
に
関
す
る
科
学
お
よ
び
技
術
の
進
展
と
産
業
の
振
興
と
を
図
り
、
も
つ

て
人
類
社
会
の
福
祉
並
び
に
国
民
経
済
の
発
展
及
び
国
民
生
活
の
水
準
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

既
に
、
宇
宙
開
発
基
本
法
案
を
国
会
に
提
案
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

ま
た
、
宇
宙
科
学
研
究
を
推
進
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
基
礎
的
、
先
導
的
科
学
技
術
の
研
究
、
そ
の
波

及
性
、
経
済
の
活
性
化
、
社
会
生
活
の
質
の
向
上
な
ど
考
え
る
と
、
宇
宙
開
発
の
産
業
化
と
そ
の
切
さ
琢
磨
が 

残
念
な
が
ら
、
い
ま
だ
成
立
を
み
て
い
な
い
が
早
期
に
実
現
さ
せ
た
い
と
念
願
し
て
い
る
者
で
あ
る
。 

宇
宙
開
発
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

つ
い
て
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
政
府
の
迅
速
か
つ
総
合
的
対
応
を
求
め
、
そ
の
決
意
と
取
組
姿
勢
に
つ
い
て

質
問
を
す
る
も
の
で
あ
る
。 

一 

こ
の
法
案
の
趣
旨
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
。 

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。 

二 

宇
宙
開
発
の
必
要
性
・
認
識
に
つ
い
て 

従
つ
て
、
従
来
の
科
学
技
術
振
興
の
枠
に
捕
ら
わ
れ
な
い
発
想
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思

う
が
ど
う
か
。 

既
に
、
宇
宙
開
発
委
員
会
長
期
政
策
懇
談
会
の
報
告
書
に
も
あ
る
よ
う
に
、
宇
宙
開
発
の
意
義
は
、
①
宇
宙

開
発
の
科
学
的
探
求
、
②
人
類
の
活
動
領
域
の
拡
大
、
③
経
済
社
会
発
展
へ
の
貢
献
特
に
公
共
性
、
波
及
性
、

基
礎
技
術
の
蓄
積
、
内
需
拡
大
等
、
④
国
際
協
調
へ
の
貢
献
な
ど
、
そ
の
必
要
性
は
誰
も
が
認
め
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。 

四 

 



 

四 

宇
宙
開
発
の
目
標
設
定
に
つ
い
て 

五 

行
政
機
構
の
見
直
し
に
つ
い
て 

三 
技
術
情
報
等
の
蓄
積
・
保
存
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て 

諸
外
国
の
宇
宙
開
発
に
比
べ
、
我
が
国
の
宇
宙
開
発
は
、
専
門
家
の
み
の
知
る
難
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
濃
く
、

一
般
に
は
な
じ
み
の
薄
い
面
が
あ
る
。
従
つ
て
、
中
学
生
、
高
校
生
、
一
般
の
人
に
も
夢
と
ロ
マ
ン
を
持
た
せ

る
よ
う
な
、
解
り
易
い
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
か
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
と
い
う
形
で
目
標
設
定
が
必
要
な
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

Ｈ
―

1
ロ
ケ
ッ
ト
の
成
功
は
、
問
違
い
な
く
我
が
国
の
自
主
技
術
の
成
果
を
証
明
し
た
。
従
つ
て
、
将
来
と

も
自
主
技
術
の
開
発
に
力
を
入
れ
る
こ
と
は
当
然
と
し
て
、
さ
ら
に
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
不
具
合
の
も
の
も
含

め
て
蓄
積
・
保
存
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
お
く
こ
と
の
必
要
性
を
痛
感
す
る
が
、
こ
の
点
ど
の
よ
う
に
対

応
さ
れ
る
の
か
。 

五 

 



 

六 

宇
宙
産
業
の
展
開
に
つ
い
て 

宇
宙
産
業
と
は
、
宇
宙
機
器
産
業
、
宇
宙
利
用
産
業
、
宇
宙
運
用
産
業
、
宇
宙
関
連
サ
ー
ビ
ス
産
業
な
ど
の

集
合
体
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
況
は
、
産
業
構
造
審
議
会
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
一
九
八
四
年
度
、
航
空
機
・
宇

宙
産
業(

国
防
関
係
を
除
く)

の
売
上
高
は
、
ア
メ
リ
カ
は
約
十
五
兆
七
千
億
円
、
フ
ラ
ン
ス
は
約
一
兆
八
千
億

円
、
イ
ギ
リ
ス
は
約
一
兆
九
千
億
円
、
西
ド
イ
ツ
は
約
一
兆
三
千
億
円
と
言
わ
れ
て
い
る
の
に
、
我
が
国
は
約

六
千
二
百
億
円
程
度(

た
だ
し
、
昭
和
六
十
年
度
の
宇
宙
産
業
売
上
高
約
一
、
九
七
五
億
円)

で
先
進
諸
国
の
中

で
極
め
て
少
な
い
。
ま
た
、
長
期
政
策
懇
談
会
報
告
で
も
年
間
千
五
百
億
円
な
い
し
二
千
億
円
程
度
と
報
告
し

て
い
る
。
利
用
面
に
お
い
て
も
潜
在
的
需
要
は
大
き
い
と
期
待
さ
れ
る
も
の
の
投
資
リ
ス
ク
が
高
い
た
め
、
通 

長
期
政
策
懇
談
会
報
告
に
よ
れ
ば
、
『
我
が
国
は
、
今
世
紀
内
の
努
力
に
よ
り
、
二
十
一
世
紀
初
頭
に
於
い 

 

て
世
界
の
宇
宙
開
発
に
於
け
る
中
核
的
一
翼
と
な
る
こ
と
を
目
標
と
す
べ
き
で
あ
る
』
と
あ
る
が
、
そ
の
た
め

に
は
宇
宙
局
の
設
置
や
宇
宙
開
発
委
員
会
の
強
化
な
ど
行
政
機
構
の
手
直
し
が
必
要
と
考
え
る
が
如
何
。 

六 

 



 

八 

宇
宙
開
発
資
金
の
確
保
に
つ
い
て 

七 

研
究
者
、
技
術
者
な
ど
人
材
の
育
成
・
確
保
に
つ
い
て 

今
後
、
全
人
類
的
に
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
考
え
る
と
、
先
進
国
の
一
員
と
し
て
単
な
る
資
金
負
担
の
み

な
ら
ず
、
応
分
の
技
術
的
協
力
が
行
え
る
よ
う
な
力
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
宇
宙
利

用
面
で
の
産
業
化
を
積
極
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
、
産
業
と
し
て
の
自
立
化
を
達
成
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
こ
の
点
の
展
望
を
示
さ
れ
た
い
。 

二
十
一
世
紀
初
頭
の
我
が
国
の
宇
宙
産
業
を
展
望
す
る
に
、
西
暦
二
千
年
ま
で
に
五
万
五
千
人
規
模
の
技
術

者
等
の
人
材
育
成
・
確
保
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
そ

の
対
応
方
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。 

信
、
放
送
、
気
象
観
測
が
公
共
部
門
の
ユ
ー
ザ
ー
と
し
て
、
限
定
的
に
行
わ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
い
ま
だ
研
究

開
発
の
域
を
脱
し
て
い
な
い
。 

七 

 



 

九 

最
後
に
、
宇
宙
開
発
と
宇
宙
科
学
研
究
の
関
係
に
つ
い
て 

昭
和
四
十
一
年
五
月
十
二
日
の
科
学
技
術
振
興
対
策
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
宇
宙
開
発
に
関
す
る
小
委
員

会
の
中
曽
根
康
弘
小
委
員
長
の
報
告
に
よ
つ
て
、
『
大
型
ロ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
東
京
大
学
は
、
昭
和
四
十 

 

二
年
度
ま
で
、
直
径
一
・
四
メ
ー
ト
ル
の
ミ
ュ
ー
ロ
ケ
ッ
ト
の
開
発
を
行
い
、
以
後
こ
れ
を
超
え
る
ロ
ケ
ッ
ト

の
開
発
は
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
』『
直
径
一
・
四
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
ロ
ケ
ッ
ト
及
び
液
体
燃
料
ロ
ケ
ッ
ト
の 

前
段
で
述
べ
た
よ
う
に
、
宇
宙
開
発
の
事
業
は
極
め
て
公
共
的
意
味
の
強
い
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
従
来

の
『
科
学
技
術
振
興
費
』
の
枠
に
捕
ら
わ
れ
な
い
で
、
公
共
投
資
的
発
想
の
下
に
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
対 

 
 

 
 

 

外
援
助
な
ど
も
含
め
た
幅
広
い
観
点
か
ら
の
国
家
資
金
投
入
を
実
現
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

こ
の
二
つ
は
、
各
々
の
特
徴
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
今
後
と
も
各
々
の
立
場
で
発
展
し
て
い
く
よ
う
国
は
十

分
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
現
在
問
題
に
な
つ
て
い
る
ロ
ケ
ッ
ト
の
サ
イ
ズ
の
見
直
し
の
件
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。 

八 

 



 

 

九 

開
発
及
び
こ
の
為
の
射
場
追
跡
施
設
等
に
つ
い
て
は
、
科
学
技
術
庁
が
中
心
と
な
つ
て
推
進
す
る
こ
と
』
と
な

つ
て
お
り
、
い
ま
だ
に
こ
の
国
会
発
言
が
生
き
て
い
る
。 

し
か
し
、
二
十
一
年
も
経
た
現
今
の
宇
宙
科
学
研
究
は
当
時
と
天
地
水
火
の
差
が
あ
り
、
宇
宙
研
究
活
動
に

大
き
な
支
障
と
な
つ
て
い
る
。 

従
つ
て
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
サ
イ
ズ
で
縛
る
よ
う
な
こ
と
は
廃
止
し
て
、
研
究
目
的
な
ど
別
の
考
え
方
に
改
め
る

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


